
 

 

 

 

 

第１回 地域懇談会を開催しました！ 

平成 30 年 12 月 11 日 小川西町三丁目周辺地区のまちづくりについて考える「小川西町三

丁目周辺地区 まちづくり地域懇談会」の第１回を開催しました。当日は、21 名の方にご参加い

ただき、まちの課題や取組、めざすまちの方向性について、話し合いました。 

議論の様子や結果の概要を報告します。 

１．まちの課題とめざすまちの方向性について 

第１回地域懇談会では、皆さまにご協力いただきましたアンケート調査結果を報告した後、ア

ンケート調査結果などを踏まえ、整理しました「めざすまちの方向性（案）」（下図）を提示いた

しました。 

内容は、まちの強みと課題から、５つのめざすまちの方向性を導きだしたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．意見交換 

上記の「めざすまちの方向性（案）」をもとに、みなさんが実際に感じているまちの課題や良

いところを出し合い、めざすまちの方向性について議論しました。次頁でその結果を紹介します。 

 

 

 

 

当日の様子 

地区まちづくり 
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自然環境やまちなかの緑が豊か 子育てがしやすい環境 

災害時において、 

避難が難しく、火災が 

広がるおそれがある 

まちのにぎわいが 

低下している 

世代間の交流や 

近所づきあいが 

希薄になるおそれがある 

めざすまちの方向性 

強
み 

課
題 

魅力的で 

住みたくなる

住宅地 

安全・安心に 

暮らせるまち 
活気のある 

商店街 

高齢者に 

やさしく、 

子育てしやす

いまち 

コミュニティ

が豊かで交流

のあるまち 

めざすまちの方向性（案） 



 

＜意見交換の結果＞ 

めざすまちの方向性や取組みのアイデアについて、ご意見の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
※紙面の都合上、一部抜粋としましたが、このほかにもたくさんのご意見などをいただきました。 

３．まとめ（今後の進め方について） 

「めざすまちの方向性」（前頁）を確認するとともに、実現を図るためのシナリオの案（下図）が

まとめられました。 

 

 

 

 

 

 

第２回 地域懇談会のご案内 
 

 

 

 

 

 

公園・緑・野火止用水等について 

・散策したくなるような野火止用水にする 

・中宿公園など、今ある公園を工夫して、子ど

もも大人も一緒に利用できるものにする 

・既存の介護施設や公園、緑地を活かす 

商店街・まちの活気について 

・小平の農産物の販売や子ども食堂を行う 

・空き店舗などを活用し、できることを考える 

⇒レンタルスペースや飲食店であれば、今後も

需要があるのではないか 

⇒高齢者事業団の拠点に使えると良い 

⇒若い人の活動場所として使えないか 

（音楽、芸術活動など） 

・若い人が魅力に感じることができると良い 

⇒どんなまちかを知ってもらうことが重要 

⇒若い人の意見が聞きたい 

地域のつながりについて 

・飲食の場など交流の機会をつくりたい 

・銭湯をお借りして、集う会を行う 

・自治会合同のイベントを開催する（新年会、

お祭など） 

防災・安全なまちづくりについて 

・「防災に強いまち」、「災害時に助け合えるまち」をめざし、地域で防災活動に取り組んでいく 

・「敷地を小さく分けすぎない」など、建替え時の留意点を決めておくことが必要 

・道路空間を広く設ける 

《問合せ先》 事務局（小平市 都市開発部 都市計画課 計画担当）  

電話 042-346-9554(直通) ／ FAX 042-346-9513 ／ e-mail toshikeikaku@city.kodaira.lg.jp 

平成 31 年 1 月 26 日（土） 

10：00～12：30 

＠小川西町中宿地域センター 

第一・第二集会室 

 （小平市小川西町 2-30-1） 

（都営住宅１階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 

会場 

●第１回のふりかえり 

●他都市の取組事例の紹介 

●意見交換（可能な取組みアイデアを考える） 

 
 

プログ

ラム 
お気軽に 
ご参加ください。 

①まちの魅力を高める取組みの実施 

②まちの魅力の高まりにより、新しい居住者が流入 

③まちへの愛着の高まりにより、お店の新規出店や、住宅の建替え 

実現に向けたシナリオ（案） 

①～③を循環することにより、めざすまちの方向性の実現を図っていく。 


